
資料３

令和２年度事業計画（案）

新型コロナウイルス感染症の影響により、以下に記載するすべての事業活動は、延期又は中
止もしくは内容変更の可能性があります。あらかじめ御了承ください。

１ 認知度向上・観光資源との結びつけ

（１）トレイルの魅力に関する情報発信

①野反湖における情報発信･安全登山啓発等業務委託 【新規】

・稜線100kmのほぼ中間点に当たる野反湖において、常駐ガイドによる稜線トレイルの
情報発信や宿泊場所の斡旋等を実施（委託事業）

（詳細は附属資料）

②ふるさと納税制度の活用（県事業） 【新規】

・ふるさと納税制度による寄附への返礼品として、稜線トレイル等に関連する商品を用
意し、寄附を募る。

③ホームページによる情報発信

・次の２つのＨＰで稜線トレイルの魅力・見どころや周辺の観光情報、安全に登山を
楽しむための情報を発信する。
・ぐんま県境稜線トレイルポータルサイト https://www.gunma-trail.jp/
・群馬の山旅（稜線観光ＨＰ） https://gunma-yamatabi.com/

［ぐんま県境稜線トレイルポータルサイトでの情報発信］

④ルートマップ増刷

・Ａ４版（40,000部）
・エリア別（５エリア×5,000部）
・観光案内所や道の駅、アウトドア
ショップ等に配布



⑤オリジナルＰＲグッズの作成・販売

・タオル、手ぬぐい等のオリジナルグッズを作成
・稜線トレイル沿線上の山小屋等で販売

［オリジナルタオルのデザイン］

⑥協賛金募集活動

・企業、団体等から随時募集（ホームページやルートマップ等に広告掲載）

［Ａ４版ルートマップへの広告掲載例］

（２）関係者が連携したＰＲ

①稜線観光ガイドブック、観光誘客動画作成（県事業）

・ぐんまの稜線観光ガイドブック「YAMA and MAGAZINE」の2020年版を作成
・ぐんまの山や歴史の魅力を発信する観光誘客動画を作成

②旅行会社への販売プロモーションの実施（県事業）

・旅行エージェント、メディアを対象としたモニターツアー等を実施

③各種イベント・広報媒体におけるＰＲ

・機会を捉え、随時ＰＲ

④稜線トレイルツアーの開催

・山の日イベント（８月・みなかみ町、嬬恋村と連携して実施予定）



２ 安 全 対 策

（１）安全情報の提供・意識啓発

①野反湖における情報発信･安全登山啓発等業務委託【新規・再掲】

・常駐ガイドによる登山届の提出や装備品の確認、各種注意情報（危険箇所、熊の出没
情報、天気予報等）の提供等を実施（委託事業）

②トレイル安全等確認調査

・全線及びアクセス登山道を対象に倒木や道崩れ等の調査を委託により実施。結果は関
係機関で共有し、ホームページで情報提供（調査時期：７月～10月に複数回）

・調査区間（エリア）の割振及び委託先については令和元年度と同内容での実施を予定

③ホームページによる情報発信【再掲】

・ぐんま県境稜線トレイルポータルサイトにおいて、トレイルルート上の危険箇所や注
意情報等、安全に山を歩くための情報を発信

［注意情報の掲載例］ ［山を楽しむための６つの約束］

④安全登山講習会

［平成31年３月に実施した講習会］・一般の登山愛好家等を対象に、稜線トレイルを安全
に歩いていただくための知識や技術を学べる講習会
を開催

（２）安全性向上のための環境整備

①新規開通区間入山ルート調査（県事業）【新規】

・新規開通区間について、既存の登山道以外の入山ルート※を確保できる可能性がある
か、検討・調査を行う。
※本来の登山ルート上に何らかの支障（倒木、崩落など）がある場合等に、捜索救助
活動に従事する消防隊員や警察官が利用できる別の登山ルート

②避難小屋維持管理、新規開通区間登山道等応急補修（県事業）【新規】

・新規開通区間のムジナ平にＲ元年度に新設した避難小屋の維持管理と、登山道や標識
等に破損が生じた場合の応急補修等を実施



③位置ナンバー標識の運用

・Ｒ元年度にトレイル全線１９３箇所に設置した
［位置ナンバー設置状況］「位置ナンバー標識」を要救助者の位置特定に活用

④新規開通区間登山道刈払（県事業）

・登山道の定着と安全に歩ける環境整備のための刈払を実施
・令和元年度と同様の時期（７月～９月）、規模での実施を予定

⑤既設登山道の木道等再整備（県事業）

・Ｒ２年度施工予定箇所：四阿山（嬬恋村）
・梯子階段設置、丸太筋工等を実施予定

⑥携帯電話不通エリアの解消に向けての働きかけ

・通信エリアマップを作成済みであるＮＴＴドコモ以外の各社に対しても、通信状況の
調査や通信環境の整備を継続的に働きかける。

（３）捜索・救助体制の整備

①関係機関による現地合同調査

・関係消防本部や警察署の職員と共に新規開通区間の危険箇所等を確認するための現地
調査を実施

②消防関係者向け講習会

・捜索や救助活動に従事する消防関係者や警察関係者を対象として、安全な登山のため
の装備や技能等について学ぶための講習会を実施。


